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第 195号

時：平成27年11月29L・IOJ)

第15回福岡県民さわやかマラソン
場所：；極ノ中道海浜公闘

今年で15回目を迎えた福岡県民マラソンは11月29日｛日）に海ノ中道

海浜公園広場で開催された。昨年の大雨の開催に比べマラソンには

ちょうど良い気温、湿度の快適なコンディションの下、 2,135人の参

加者は元気に楽しく公圏内特設コースをそれぞれの目標に向かって

駈け抜けた。
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。

…
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
失
…

が
な
い
こ
ど
も
た
ち
に
も
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。…

2
0
8
01
4
6
9
51
4
7
9
1

…
先
、
昨
年
7
月
に
東
京
都
大
同
区
の
「
子
ど
も

…
ま
た
「
親
子
で
も
高
齢
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…
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ニ
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れ
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／
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平成27年度福岡県青少年育成指導者研修会
日時：平成28年1月23日ω婦所 ：福岡県中小企業振興センター

《家庭の日・オアシス運動》個人2名に表彰状
研修会開催に先立って「家庭の日・オアシス運動j最優秀作品の表彰式が行わ
れ、応募総数888点の作品の中から、ポスター部門には、宗像市河東中学校3年の
古賀美陽子さん、作文部門には、みやま市大江小学校4年の津村 漂さんが選ばれ
た。受賞後、津村さんの作文の朗読があり、インタビューで古賀さんは「家族皆が

笑顔でいるところを色彩を閉るく表現したJ津村さんは「家族のこと、お母さんの
ことを書くのは、はずかしかったけど、自信を持って書いたJと話してくれた。
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レ
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の
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ク

テ
ィ
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は
行
動
的
な
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
ぺ

明
ア
レ
ン
テ
イ
ン
グ
は
二

つ
の
組
み
合
わ
せ
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
よ
り
良
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親
子
関
係
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座
と
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ん

で
お
り
、

1
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の
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が
考
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た
。

ア
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ィ
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ぺ
ア
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を
勉
強

す
る
と
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最
初
に
、
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と
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ど
も
は
平

等
と
書
い
て
あ
り
、
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が
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く
て
子
ど

も
は
親
の
言
う
通
り
に
す
れ
ば
い
い
と
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う
上
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関
係
で
は
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く
、
人
格
、
感

情
、
気
持
は
人
間
と
し
て
同
じ
で
あ

り
、
横
の
繋
が
り
が
大
事
で
あ
る
。

「
レ
つ
け
」
は
何
の
た
め
に
す
る
か
と

い
う
と
、
自
分
を
守
る
た
め
に
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
た
め
の

「し
つ
け
」
で

あ
り
、
親
の
た
め
で
は
な
い
。
そ
し
て
子

ど
も
の
成
長
・
発
達
に
合
わ
せ
て
「
し
つ

け
」
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ど
ん
な
と
き
に

「し
つ
け
」
が
必
要

h
t

携
帯
電
話
、
ス
マ

1

．‘
 ．
． トフ
ォ
ン
は
今
日
、
非

a鴨
川
副
咽
・
常
に
子
ど
も
た
ち
の
問

d
a
で
普
及
し
て
い
る
。

4

1

小

・
中
学
生
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
使
っ
て
し
ま

う
と
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
で
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
か
ら
ア
ク
セ
ス
を
し
て
い
る

か
と
い
う
と
、
ゲ
ー
ム
機
や
音
楽
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
い

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
。

無
線
の
電
波
で
あ
る
ワ
イ
フ
ァ
イ
を
利

用
し
、
市
役
所
、
商
業
施
設
や
知
人
の

家
の
近
く
で
無
断
で
利
用
し
て
い
る
が
、

電
波
を
使
う
と
親
が
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
て
も
子
ど
も
遥
を

守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

基
本
的
に
は
、
ま
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
小
中
高
校
生
と

ー
よ
り
良
い
親
予
関
係
の
構
築

翻

｜
予
ど
も
の
H

し
つ
け
H

を
者
え
る

ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ペ
ア
レ
ン
テ
イ
ン

グ

・
ジ
ャ
パ
ン

代

表

野

中

利

子

氏

主
催
者
挨
拶
で
石
田
喜
章
会
長
は、

近
年
、
失
わ
れ
て
き
て
い
る
保
護
者
、

す
な
わ
ち
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
回

復
と
合
わ
せ
て
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

企
業
職
場
が
緊
密
に
連
携
し
、
明
る
い

社
会
環
境
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、
大

人
自
身
が
変
わ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、

青
少
年
健
全
育
成
に
携
わ
っ

て
い
る
者
の
役
割
、
使
命
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
挨
拶

に
続
き
、

二
人
の
講
師
に
よ
る
研
修
会

が
行
わ
れ
た
。

か
と
い
う
と
、
ま
ず
安
全
確
認
や
危
険

回
避
、
社
会
の
ル

l
ル
や
マ
ナ
l
、
約

束
事
e

な
ど
親
が
手
本
と
な
り
行
動
で
教

え
る
こ
と
。
赤
ち
ゃ
ん
が
立
っ
て
歩
く

の
は
親
を
ま
ね
る
か
ら
で
あ
る
。

「
し
つ
け
」
は
こ
う
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
禁
止
と
、
こ
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
強
制
を
、
上
手
に
子

ど
も
に
教
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、

子
ど

も
の
良
い
と
こ
ろ
を
は
め
て
や
り
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
つ
で
も
あ
な
た
の
昧
方

だ
と
常
日
頃
か
ら
言
っ
て
、
良
い
環
境

を
作
っ
て
お
か
な
い
と
、
良
い
「
し
つ

け
」
は
で
き
な
い
。

異
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
必
要
で
あ

り
、
保
護
者
の
努
力
義
務
で
も
あ
る
、

次
に
一
番
の
問
題
は
ラ
イ
ン
で
あ
り
、

文
字
で
の
や
り
と
り
の
特
徴
と
し
て
、

．
気
持
が
伝
わ
り
に
く
い
。

・
短
文
で
の
や
り
と
り
は
言
葉
が
足
ら

ず
誤
解
さ
れ
や
す
い
。

・
思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
文
字
に
す

る
と
、
き
つ
い
文
挙
に
な
り
や
す
い
0

．
文
字
と
し
て
残
る
こ
と
で
悪
感
情
を

引
き
ず
っ
て
し
ま
う
。

又
、
ネ
ッ
ト
で
の
特
徴
は
、

・
だ
れ
も
が
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け

か
ら
被
害
者
や
加
害
者
に
な
っ
て
し

ま
、っ
。

・
深
く
考
え
ず
暴
力
的
な
言
葉
を
書
き

込
ん
で
し
ま
い
や
す
い
。

・
昼
夜
関
係
な
く
続
く
た
め
短
時
間
に

深
刻
化
し
や
す
い
。

軽
率
な
投
稿
に
よ
る
情
報
発
信
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
や
掲
示
板
、

S
N
S
な
ど
に
反
論
や
罵
倒
の
コ
メ
ン

ト
が
集
中
し
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。

こ
れ
を

「
炎
上
」
と
い
う
が
、
こ
の

行
為
に
対
す
る
被
害
者
が
出
た
場
合
、

損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
写
真
や
動

画
は
、
い
つ
ま
で
も
残
り
、
消
し
て
も

処
理
で
き
ず
、
拡
散
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

子
ど
も
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た
め

周
囲
の
大
人
が
で
き
る
こ
と
は
、

・
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
を
保
護
者
が
把

握
す
る
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
を
し
、

ル
l
ル
を
決
め
て
適
切
に
管
理
す
る
。

子
ど
も
自
身
が
活
用
能
力
を
高
め
あ

え
る
よ
う
に
促
す
。

普
段
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
話
題
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
、
何
か

あ
っ
た
と
き
に
相
談
し
や
す
い
雰
囲

気
を
作
り
、

ト
ラ
ブ
ル
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

2
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
等
の

調
犯
罪
か
ら
予
ど
も
を
守
る

語
方
策
と
安
全
な
活
用
方
法

N
T
Tド
コ
モ
九
州
支
社

「
ス
マ
ホ
・
ケ
l
タ
イ
安
全
教
室
」

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
中

村

真

子

氏

いつもそこに、いつでもそばに。

、薗..~ 、 工がある．

'¥7（＇西日本シティ銀行
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乳幼児教育研修会
福岡県吉塚合同庁曾8階

平成2-7年度

第 195号

803会議室

乳幼児を抱える保護者にとって、身近に育児不安や悩みを相談できる人・場所の存

在は必要不可欠である。反面、多岐にわたるメディア機器の発達により、子育て情報は

知りたいと思えば即座に手に入る。ぐずる子どもにスマホの画面を見せてなだめるという

光景を目にすることも多くなった。今年度の乳幼児教育研修会では、「人Jと「人」をつな

ぐことで子育ての情報を共有している3つの市による「親子教室Jの取り組みと、メディア
シャワーの中で育つ子どもの現状に警鐘を鳴らす、特定非営利活動法人子どもとメデ

ィア／常務理事 三宅玲子氏による、基調講演が行われた。

平成28年2月2日〈火） 1 0: 30～15:00 

「
親
子
教
室
」
事
業
報
告

小
郡
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
（
取
組
1
年
目
）

「

j
み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
ろ
う
ね
j
」

小
郡
市
の
親
子
教
室
で
は
、
人
間
形
成
の
土
台
で
あ
る

家
庭
と
親
子
関
係
の
あ
り
方
を
学
び
、

家
庭
の
教
育
力
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
だ
、

『子
育
て
』
司
親
育
ち
』
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
託
児
位
き
学
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

幻
年
度
は
、
「子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
子
育
て
に
関
す

る
講
座
」「
親
の
感
性

・
知
性

・
毅
震
を
磨
く
講
座
」
「
地

域
や
社
会
に
関
す
る
講
座
」
を
什
回
実
施
し
た
。

今
年
度
よ
り

「親
子
教
室
」
と
し
て
小
郡
市
生
涯
学
習

課
・
家
庭
教
育
学
級
と
市
民
会
議
が
共
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
大
き
な
催
し
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
だ
。
し
か
し
、
参
加
者
の
減
少
や
、
子
育
て
世
代
の

一
一l
ズ
を
把
握
す
る
な
ど
課
題
も
あ
る
。

今
後
目
指
す
の
は
、

参
加
し
や
す
い

「親
子
教
室
」

ム
H

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
中
山
に
し
だ
講
座

ム
H

疋
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
や
す
い
会
場
の
1
本
化

交
広
報
の
充
実

ハ織
姫
・
彦
星
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
）

。• 
国テーマ
子育てで「メディアJ過信の恐ろしさ

基

氏

・福岡県非行防止・ネット依存防止地域ミ

ーテイング／講師

・特定非営利活動法人子どもとメディア

／常務理事メディア・インストラクター

三宅玲子講師

。
田
川
市
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
（
取
組
2
年
目
）

「
O
歳
期
か
ら
の
親
子
教
室
」

田
川
市
で
は
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
年
目
を
迎

え
た
。
高
齢
者
苅
策
と
子
育
て
対
策
は
車
の
両
輪
と
考
え
、

市
内
に
あ
る
福
岡
県
立
大
学
や
田
川
医
師
会
等
の
協
力

を
得
て
い
る
。

幻
年
度
は
、
小
児
科
医
に
よ
る
「
感
染
症
や
ワ
ク
チ
ン
」

の
話
を
は
じ
め
、
消
防
本
部
の
紋
命
毅
急
士
に
よ
る
「
熱

中
症
対
策
と
事
故
予
防
」、
「
子
ど
も
と
本
を
楽
し
も
う
i

絵
本
も
子
育
て
サ
ポ
！
タ
1
j
」、

県
立
大
学
教
援
に
よ

る
コ
元
気
な
子
ど
も
に
育
て
よ
う
j
運
動
に
よ
る
体
つ
く

り
j
」
な
ど
5
回
の
講
座
を
聞
い
た
。

広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
は
市

内
保
育
所

・
幼
稚
園
、
小
児
科
な
ど
に
配
布
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、

女
開
催
場
所
を
地
域
に

会
時
聞
を
短
縮
レ
、
岡
田
2
講
座
の
開
催

交
関
山
を
引
く
チ
ラ
シ
作
り

大
講
義
形
式
の
み
で
な
く
実
技
な
ど
取
り
入
れ
る

食
参
加
者
の
情
報
交
換
を
あ
げ
た
。

「子どもたちが 10数年後 18歳になったとき、
どんな人になっていてほしいですか？」「豊かな
子ども期と聞いてどんな場面を想像しますか？
これを頭において今日の話を聞いてほしいです0
・・講師のこんな誇りかけから始ま った。
街頭テレビや呼び出し電話の時代から半世紀
たち、今、インターネッ卜で世界中の大人も子ど
もも繋がっている。特に低年齢化した子どもの将
来的なネット依存や、安易な情報発信による事件
の発生は深刻な社会問題となっている。

日本の子どもの心と体は育っていない
今、大人は危険を感じないといけなL、。外遊びの
不足は、運動能力だけでなく自律神経の発達不全
にも及、i：。また、 2010年、日・米・中・韓国の比較
調査で日本の高校生は自尊感情が最も低いこと
がわかった。
スマホに子守りをさせないで
ベビーアプリに頼っていませんかっリアルな人
との関係でしか子どもは育たなL、。声かけや抱っ
この繰り返しで親子の粋が生まれる。若いお母さ
んがうまく子育てしなくてはと、心配しないよう
に「社会が子育てに寛本lになって。
ちょ っとメディアから離れてみませんか
時間や会話静けさを取り戻せる。見たい時に見
る。オフが普通で必要な時にオンという習慣を。
親がスマホに夢中で乳幼児期の子どもの関心や
興味に気づかないのは、体力 ・五感や共感カの育
ちに影響がある。最も大事な「安全」への気配り
ができず、事故に繋がることも。
デンマークでは、子どもを「未来の社会の担い手J
として大事に育てる。人と関わり、自然体験や自
尊感情が育つことを何よりも大切に。
最後に・
女子どもが育つ大切な3つの「…たいJ
1ほめられたL、。（特にお家の人に）
2認められたL、。（すごいね）
31支に立ちたL、。（小さな子どもも）

。
柳
川
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
（
取
組
3
年
目
）

「
子
育
て
広
場
こ
の
ゆ
ぴ
と
ま
れ

『

・川
蒲
池
中
学
校
」

－

平
成
お
年
度
よ
り

「
親
子
教
室
」
の
指
定
を
受
け、

柳
川
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
・子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
が
運
曽
し
て
い
る
。
活
動
の
目
的

は
①
子
育
て
親
子
が
地
域
に
出
向
き
交
流
す
る
き
っ
か

け
作
り
②
乳
幼
児
・
中
学
生
・
保
護
者
の
ふ
れ
あ
い
体
験

③
中
学
生
に
も

「
命
の
大
切
さ
」
「
家
庭
の
大
切
さ
」

を

伝
え
る
。
年
間
叩
回
開
催
。

教
室
の
一

日
は
叩
時
初
ハ刀

j
何
時
。
午
前
中
は
親
子
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
図

書
館
司
書
に
よ
る
お
話
し
会
。
は
時
か
ら
の
自
由
遊
び

で
は
学
校
の
鼠
一
休
み
を
利
用
し
て
中
学
生
と
交
流
。
恐
る

お
そ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
に
触
れ
だ
り
、

母
親
の
愛
情
を
感

じ
と
る
こ
と
は
、

教
科
書
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
貴

重
な
体
験
の
揚
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
三
年
間
の
事

業
を
ふ
り
返
る
と
、

中
学
生
の
昼
休
み
は
忙
し
く
、
乳
幼

児
の
母
親
の
仕
事
復
帰
が
早
ま
り
、
親
子
の
参
加
ち
減
少
。

今
後
の
ふ
れ
あ
い
体
験
が
難
し
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

（抜粋）
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第 195号

地

域

の
わ

だ

し、

各
地
の
市
町
村
民
会
議
等
の
活
動
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
回
は
、
苅
田
町
、
嘉
麻
市
、

年
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
県
青
少

第4回嘉麻市中学生フェスタ
嘉麻市青少年健全育成住民会議

第4回嘉麻市中学生フエスタを 10同 18日開催しました。中学生が絵画の展示や

バザー、主張発表や朗読、バンド演奏などを扱露しました。

今回は市内全5中学校の代表生徒による I中学生サミットJを初開催。 10人が登
壇し嘉麻市について発表しました。 I地域の人が温かいJ「自然が豊かJという一方、［希

望高校に進学しでも公共交通手段がないjI街灯
が少なし，Jなどが挙げられました。

その後 I市内にゴミが多し，Jに焦点を当て討論。
［ウオークラリーでゴミ拾いをjf啓発ポスターを
募集jなどの意見が出されました。真剣な生徒た

ちの姿を見て、次代を担う子どもたちの健全育成

を図るため、活動を続けていかなければと思いま

した。

和夫

「隔l河県青少年育成アドバイザ一連絡協議会J（略祢、アド連）をご存じですか。 この度、（公社）福岡

県青少年育成県民会議の正会員として菅緑しました。「アド連jの会員は、当時の（社）青少年育成同民

会識が南少年育成プログラム研修等への受講を通じて、認定した青少年育成アドバイザーです。

活動としては （公社）福附県青少年育成県民会議が全県的な事業として実施する、少年の野外学宵事

業や少年の主張福岡県大会、更に福岡県民さわやかマラソン大会等に参加し支慢を行っています。また、

地域社会においては、会員の特技を’＇，f：.かした青少年育成活動を行っています。現庇の会員数は 20:fr Jt 

らずですが 会員！こlら県民会議の開念と ともに活動しております。今後も福岡県の青少年健全育成のた

め会員一同力を合わせて前進してまいります。

新たなる会員の募集も行ってまいります。背様Jiのお）J添えを待っております

下茂野会長宿岡県青少隼胃腸アドバイザー連績協麗禽＠鏑合

~，ゆかフイナンシャ州日

あなたのいちばんに。

固

福岡銀行F. 
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次の併代を担1う青少年の健全育成活動にご支援いただき、誠にありがとうございます。心から御礼
をlflし上げます。frtJ・"t'i今後もご協力ご支慢をお願いtflしJ.；げます。
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庭
部
会
（
以
降
、

3
／
げ
）

2
日
開
乳
幼
児
教
育
研
修
会

問
円
附
県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
監
資

問
円
附
第
7
同
健
全
育
成
部
会

初
日
出
1
引
日
目
育
連
協
青
年
リ
ー
ダ
ー

，
長
成
事
業

目
日
川
W
県
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

お
日
制
比
ハ
間
募
金
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

同
日
制
第
4
同
総
務
部
会

日目
円
回
第
4
同
用
事
会

川日
日
附
合
同
研
修
会

お
日
樹
i
m日
関
惜
別
日
回
惜
別
附
県
江
蘇
省

青
少
年
開
基
交
流
大
会

月
2 
月

3 
月

な
し

ア
役

ち

復

イ

も

た

支

テ

に

も

を

ン

営

ど

動

ラ

運

子
活

ボ

や

、

祉

審

置

者

福

災

設

室
口
の
「
の

2

早
4
坑
＋
」
。

、
地

に

一
す

者
の
。
時
タ
ま

齢
へ
す
蓄
ン
ち

一
高
ど
ま
災
セ
立

考
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
・
・
・
」

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

理
事
・
総
務
部
会
長

日

比

健

次

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
は
、
家
庭
・
学

一
番
心
が
痛
む
の
は
、
命
に
対
す
る
尊
厳
が
損

校
・
地
域
の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
常
に
言

…
な
わ
れ
て
い
る
事
件
で
す
。
そ
れ
は
「
児
童

わ
れ
続
け
て
い
ま
す
が
、
熱
心
に
取
り
組
ま
…
虐
待
」
で
す
。

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
成
果
が
「
若
一
こ
の
世
に
生
を
受
け
健
や
か
な
成
長
が
期

い
な
か
ま
」
の
地
域
の
話
題
や
研
修
会
等
で
…
侍
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
無
残
に
も
そ
の

の
実
践
発
表
で
見
ら
れ
、
こ
れ
に
携
わ
れ
て
…
前
途
を
閉
ざ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
悲
し
い

い
る
指
導
者
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
が
う
か
が
…
こ
と
で
す
。

わ
れ

ま

す

。

…

こ

の

事

件

を

起

こ

し

た

親

（

未

成

年

を

合

最
近
の
青
少
年
に
関
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
…
め
事
情
が
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
）
を

る
と
、
青
少
年
の
範
鴫
と
さ
れ
て
い
る
十
八
…
「
未
熟
な
大
人
」
と
呼
ぶ
人
が
い
ま
す
。

歳
が
選
挙
権
を
得
て
国
政
に
参
加
の
途
が
開

リ

青

少
年
育
成
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「大

か
れ
ま
し
た
。
よ
り
良
い
国
づ
く
り
の
た
め
一

人
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
が
変
わ
る
」
を
も

に
、
社
会
人
と
し
て
の
健
全
な
育
成
へ
私
た
…
う

一
度
思
い
起
こ
し
て
、

家
庭
・
学
校
・
地

ち
の
責
任
が
誰
々
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
…
域
に
加
え
行
政
、
企
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
関
係

他
方、

「
い
じ
め」
、
「
集
団
暴
行
」
、

「身
勝
…
者
が
、
こ
の
よ
う
な
事
象
が
起
き
な
い
よ
う

手
な
言
動
」
な
ど
グ
エ
ッ
ま
た
か
d

と
思
え
…
に
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
、

る
よ
う
な
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

中
で
…
皆
で
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件
の
中
で
一

青
少
年
育
吹

194号の訂正とお註ぴ

平成27年11月15日付け

発行の広報紙 f若レなかま1

194号において4Pの「第17

回福岡県青少年囲暑大会知

事杯争奪戦対戦総果で［優

勝木下龍太郎筑紫学園高

~1 年j を間違って掲載して

います。 正しくは［優勝宣

下龍太郎 筑陽学園高校 1

年Jでした。ご本人をはじ
め、関係者の方々には、大変

失礼をしました。改めて訂正

させていただき、心よりお詫

び申し上げます。

青少年の傑全育成のために，賛助会員入会のお願い

次代を担う青少年の健全育成を図るため、県民会議では、少年の主張大会、野外学習、
マラソン大会など、隊々な活動をしています。
県民会議の活動に償問いただく賛助会員の募集を行っています。 会費は左のとおりで
す。電話 （092-643-6001)いただければ、資料をお送りいたします。

「賛助会員の年会費づ 「納入いただく方法寸

．個 人 会費は、公論社団法人福岡県青少年育成県民会議の次のいずれかの

1口 1,000円 口座に納入していただくか、県民会議事務局に直妓ご持参ください。

．法人又は団体 民 間日本シティ銀行千代田J支店（普通預金） 3053033 
1口 15,000門 書E軍 縮問銀 行県 庁内支店（普通預金） 5264 75 
．特別賞助会員 -~ 筑 邦 銀 行 稿附支店 （普通預金） 1597091 
1口 50,000円 」宥 福岡中央銀行本店（普辺預金）l 030569 

県庁内郵便局郵便為替口座 0 I 700-5-4057 

編集後記

今
川
は
全
附
で
注
目
さ
れ
て
い
る

「f
ど
も
良
堂
」
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
揃
岡
県
で
初
め
て
取
り
組
ん
で
い
る

「く
る
め
子
ど
も
食

常
」
を
取
材
し
、
特
集
記
事
に
し
ま
し
た
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
活

動
で
す
が
、
行
地
で
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
そ
の

後
の
松
山
仙
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
問
題
を
抱
え
る

f
ど
も
た
ち
の
環
境
改
善H
や
主
援
に
繋
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

広
報
部
会
長

馬
場

子

印刷社

固

印刷・高でんわ（092)643-6001発行・（公社）亀岡県青少年育成県民会採編集．県民会議広報邸会

」の
用
紙
は
、
森
林
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。
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